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運転者の確保について

　「ふくひめ号」の運行は福崎町・姫路市が企画や費用負担をしていますが、実際の運

行は委託ではなく神崎交通株式会社の事業として行われています。ドライバーについて

も神崎交通の社員がプロドライバー（二種免許保有者）として運行にあたっています。

　交通事業者が運行を担うことによって、ドライバーの安全管理や雇用の確保という点

で安定性が確保されるほか、事業者が行う他の運行事業（タクシー・貸切バス）などと

人材を共通運用できるため、固定費用の共通化を図ることができます（処方箋４：地域

の多様な組織との連携について）。

　ただし、ピーク時には事業者内でドライバーを融通し合うことが難しくなる場合も考

えられます。事業者へ運行をお願いする（委託も含めて）場合には、事業者の既存事業

への影響なども含めて調整を行い、できるだけ事前に必要とされるドライバーの確保な

どを計画的に行っておく必要があります。

　「ふくひめ号」では工業団地へのアクセスを担うため、朝夕のピーク時には所定の便

に乗り切らないことも多く、その際の続行便の運行については神崎交通所属の他のドラ

イバーと車両が運行を担当しています。この場合、事業者との運行契約にもよります

が、「ふくひめ号」の場合は追加で発生したドライバー人件費については精算する形を

採用しています。
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　「ふくひめ号」は神崎交通株式会社によって運行されており、車両については「ふくひめ

号」専用のラッピングを施したハイエース車両１台（定員：12名）で運行しています。この

車両は神崎交通が５年間の契約でリースしており、その費用に関しては福崎町・姫路市から

の運行補助が充当されています（処方箋４：地域の多様な組織との連携について）。

　なお、車内については運賃箱や降車ボタンの

設置など、路線バスとして運行が可能なように

改造がなされ、高齢者の乗降に対応したステッ

プも備えられています。

　このように交通事業者が運行主体となるこ

とによって、車両管理もその他の所有車両と

共通して行うことができ、保守点検による安

全確保などの点で優位です。また、利用客数が定員を上回る際には、事業者が所有する

他の車両を活用できるといったメリットもあります。

　実際に「ふくひめ号」では工業団地へのアクセスを担うため、朝夕のピーク時には所

定の便に乗り切らない事態が発生することも多く、その際の続行便の運行については神

崎交通所有の他のタクシー車両（最大３台）によって運行を行うことがあります。この

場合、事業者との運行契約にもよりますが、「ふくひめ号」では、追加で発生した車両

経費については精算する形を採用しています。

　このような場合、車両の大型化が検討されることも多いですが、利用者が比較的少な

い時間帯の利用状況や車両サイズ変更によるルート変更など検討するべき点も多く、車

両取得コストや経常的な運行費用を勘案して決める必要があります（処方箋１：運転者

の確保について）。

車両の確保や管理について

処方箋２

13

「ふくひめ号」使用車両（ハイエース12人利用可能/
乗車時にステップが出て、乗車しやすくなっている）
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　「ふくひめ号」の運行は、福崎町が抱えていた福崎工業団地へのアクセスの課題と溝

口ニュータウン自治会（姫路市）が抱えていた住民の移動手段確保の課題が市町境を越

えてつながり構想されたものです。行政境界をまたぐ課題に対して日常的に意見交換を

していたことの賜物と言えます。

　また、福崎工業団地では以前行われていたコミュニティバスの実証運行（2016年）終

了後、姫路支援学校の生徒への研修の足の確保が課題となっていたことも福崎工業団地

協議会との協議で明らかとなりました。

　これらの沿線地域の課題意識が福崎町の担当職員の熱意を基点につながりました。実

際の運行に向けては姫路市や運行事業者である神崎交通とも粘り強い協議を行い、社会

実験実施協議会を設立し運行に向けた路線やダイヤ、料金制度の検討を進めて行くこと

になりました。

　特に運行事業者である神崎交通に対しては、福崎町の担当職員が熱意を持って、100

回以上の協議を重ねることで「ふくひめ号」運行に対する理解が深まり、運行事業者と

しての協力を得ることができました。（処方箋３：サービス内容（料金含む）につい

て）。

　この社会実験実施協議会には主体となる福崎町・姫路市・神崎交通だけではなく、溝

口ニュータウン自治会、福崎工業団地協議会、神崎郡自立支援協議会なども従業員確保

や障がい者就業支援の観点から参画しています。行政主体の取り組みでありながらも、

沿線の住民や事業者も運行の趣旨に賛同し主体的な役割を担っています（処方箋６：利

用者数を増やすための方法について）。

処方箋４

地域の多様な組織との連携について
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　実際の運行を実現するにあたり、福崎町と姫路市の連携、特に費用負担については運

行前にその合意形成を進めることは難しいため、トヨタ・モビリティ基金の助成を活用

し実証運行を行うことによって、その効果を明らかにしつつ並行して費用負担の議論を

進めていきました。特に姫路市の公共交通に対する補助基準と福崎町の補助基準が異な

ることなど、その合意形成に向けては広域連携特有の課題がありました。

　これらの結果、最終的に利用者負担額と国からの補助額を差し引いた運行経費を福崎

町・姫路市双方が折半（50％ずつ負担）する形で費用負担を行うことで合意しました

（処方箋５：コスト構造（費用の妥当性・効果）について）。

　また、立地企業で組織する福崎工業団地協議会や溝口ニュータウン自治会、神崎郡自

立支援協議会が参画する「社会実験実施協議会」の場で、路線や停留所の設定や利用促

進施策などに関する合意形成や施策の実施を進めました（処方箋６：利用者数を増やす

ための方法について）。

　そのひとつの形として、姫路支援学校の生徒によるキャリアガイダンスの際の交通手

段としての「ふくひめ号」の利用も実現しています。

　その議論の際に重要になったのが、下記の２点です。

❶「ふくひめ号」運行による行政分野の代替費用（クロスセクター効果）の算
出の結果、「ふくひめ号」運行に必要な行政支出（約980万円）と運行がな
かった場合に必要となる多様な行政分野からの行政支出（分野別代替費用：
約1,300万円）を比較し、「ふくひめ号」への財政支出が適切なものである
ことが説明された。

❷神姫バス路線との接続を重視したダイヤ設計など、国の地域内フィーダー系
統確保維持国庫補助金（地域間幹線にアクセスする路線などが対象）が得ら
れる形に工夫することで福崎町・姫路市双方の公費負担を軽減した。
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　まず福崎町と姫路市の運行費用負担について合意形成が必要であったことから、特に

その費用の妥当性を定量的に把握する必要がありました（処方箋４：地域の多様な組織

との連携について）。

　そこで、「ふくひめ号」運行による行政分野の代替費用（クロスセクター効果）の算

出が行われ、「ふくひめ号」運行に必要な行政支出（約980万円）と運行がなかった場

合に必要となる多様な行政分野からの行政支出（約1,300万円）を比較し、約320万円

のクロスセクター効果が確認され、改めて「ふくひめ号」への財政支出が効果的なもの

であることが説明されました。

処方箋５

コスト構造(費用の妥当性･効果)について

「ふくひめ号」運行に関するクロスセクター効果算出結果
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　費用の縮減という観点では神姫バス路線との接続を重視したダイヤ設計など、国の地

域内フィーダー系統確保維持国庫補助金（幹線にアクセスする路線などが対象）が得ら

れる形に工夫することで福崎町・姫路市双方の公費負担を軽減しました（処方箋４：地

域の多様な組織との連携について）。

　また、平日と比較して利用が低調であった土曜日の運行は2022年度より休止していま

す。

　利用者数は運行開始当初（2019年10月）の年間763人から年間1,948人（2022年7

月）と約３倍に増加しています。この利用者増加により2021年度の利用者数は14,590

人と、コロナ禍の中でも当初の需要予測を超えました。その結果、2021年度の一人当た

り財政支出は555円で福崎町負担分に限定すると220円と低廉に抑えられています（処

方箋６：利用者数を増やすための方法について）。

　また、利用者アンケートにて利用者の19％が「ふくひめ号」の運行によって外出回数

が増えたと回答し、住民の外出促進にも役立っています。また、沿線企業を対象とした

アンケートでも「現状利用している」または「今後利用したい」との回答が半数を占

め、企業活動の活性化にも寄与する取組であると言えます。

利用者負担（運賃） 2,266,742円

姫路市負担

フィーダー系統補助（国負担）
※2021/4/1 ～ 2021/9/30

1,680,000円

福崎町負担 3,213,270円

3,213,269円

合計 10,373,281円

2021 年度のふくひめ号の運行経費の実際（事務費除く）

（福崎町提供資料より作成）



「ふくひめ号」利用者・住民アンケート（2020年12月）による「ふくひめ号」運行による外出促進の効果

兵庫県福崎町

20

　加えて定量的な効果以外にも、障がい者雇用の観点から行われている姫路支援学校の

生徒に対するキャリアガイダンス（福崎工業団地）では、その通勤手段として「ふくひ

め号」が利用されています（処方箋４：地域の多様な組織との連携について）。

「ふくひめ号」沿線企業アンケート（2020年12月）による 「ふくひめ号」利用状況の現況（n=17）
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　公共交通である「ふくひめ号」を利用することで、就業機会確保のみならず社会生活

全般における自立性の涵養にも役立つことから継続して取り組まれています。障がいを

持つ人も職場の一員として勤務できることで、自立支援はもちろんのこと多様な視点が

存在する職場環境の創出につながっているとの声が協力企業からも寄せられており、障

がい者雇用の達成率も当初の目標を上回っています。

左：「ふくひめ号」乗車シーン / 右：姫路支援学校のキャリアガイダンスの様子（福崎工業団地）
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　「ふくひめ」号では、時間帯によるニーズの差異やJR線や神姫バスといった他の交通

機関との接続性を考慮したダイヤや路線、料金設定を工夫しており、運行開始後も工業

団地の立地企業の終業時間に合わせたダイヤ改正や姫路市船津地区への経路変更を行う

など利便性向上の取り組みを続けています（処方箋３：サービス内容（料金含む）の設

定について）。

　また、運行に関わる行政や事業者だけでなく、沿線の溝口ニュータウン自治会や福崎

工業団地協議会の利用促進への主体的な取り組みも重要です（処方箋４：地域の多様な

組織との連携について）。

　具体的な利用促進策として、工業団地への立地企業に向けた「企業定期」（企業で購

入することで、その社員などが自由に使える持参人式の定期券）の販売や溝口ニュータ

ウン自治会の住民向けの回数券の販売などの施策が利用者増加に貢献しています。特に

福崎工業団地への通勤者のうち16名（当初の目標は10名）が定期券を購入し、「ふくひ

め号」で通勤しています（処方箋５：コスト構造（費用の妥当性・効果）について）。

　溝口ニュータウン自治会でも、無料の回数券配布と合わせて住民への説明会を行いま

した。説明会をきっかけに日常生活での利用を始めた利用者もおられて、さらに「ふく

ひめ号」を利用した町内施設へのツアーの企画など、利用機会の創出を行い特に通勤需

要が減少する土曜日や昼間時間帯の利用促進に向けて取り組んでいます 。

　このような連携による取り組みの結果、「ふくひめ号」の利用者数は新型コロナウィ

ルス感染症の影響を受けながらも増加し、運行開始当初（2019年10月）の月間763人か

ら月間1,948人（2022年7月）と約３倍に増加しています。

処方箋６

利用者数を増やすための方法について
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　今後は、溝口ニュータウン以外の沿線自治会や福崎町内・姫路市内の様々な事業所に

も利用促進の輪が広がることによって、ふくひめ号が地域にとって欠かせない交通手段

であることがさらに認知され、安定的に運行されていくことが期待されます。

「ふくひめ号」利用者数の推移（2019年10月～2022年８月）

（福崎町提供資料より作成）




